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常備軍が 自由な政府 とは一致せず、英 国の君主政体 に とって絶対 に有害であ るこ とを示す

論、第二部。

ジェイムズニ世 のフラ ンス駐留 アイルラ ン ド軍の最近公表 され た リス トについての意見。

序文

以下の考察は 「常備軍反対論』が出版 された直後に公表する意図で書かれた ものであ

る。 しか し常備軍擁護論者がその主題について驚 くべ き成果を上げるだろうという報告が

なされたので、彼 らの成果を期待するほうが好都合であると考えた。少 しで も彼 らの主張

が信頼で きると証明されれば、大衆はこの件に関 してもうこれ以上悩まされることはない

だろう。この件は大山鳴動 してネズ ミー匹に過 ぎなかったとい うことになる。従って私は

すべての公平なイギリス人の判断に従 うつ もりである。この主張の確認のためにここで述

べ られたことは、自国の歴史から題材を選んだので、より重要 さを増すことを希望する。

我々は平時における常備軍について大いに語って きたが、誰 も常備軍の目的については

語ってくれない。常備軍の通常の役割は殺人 と殺鐵である。 しか しその敵はどこにいるの

か。あたか も敵の存在が既定事実のごとく語 られる。 しか しそれは先の国王、ジェームズ

ニ世 に対する非難の条項の一つを思い起 こしてみれば、 より一層驚 くべ きことだとわか

る。それゆえに明白な事実だが、すべては常套手段であって、議会を出し抜 くこれ ら大胆

な人々は議会外で も進んで同様な行動をとるだろう。この王国の創設以来、議会内では決

して試み られたことのないものである。

これらの方々は強大な軍隊を維持 し続けることが必要だと断言 される。一方、1629年

に我が国が最初の試み として常備軍を保持 したのは、一定の給与 を支払った3,000の 歩兵

のみであった。横柄な議会を抑制 し、議会 と国家を威圧 し、勅令を法律に変え、国民に高

額の物品税を強要するためであった。すなわち、イングランド政府全体の枠組みを打倒す

るためであった。ラッシュワースのアペ ンディクス12頁 の危険な計画や、彼の 『歴史』

での記述を熟読すれば誰にで も十分に理解で きよう。

私はこれらの人々がこの件に関して彼の擁護者であることに驚嘆する。 とい うのは、外

国で立派に全力で戦ってきたこれ ら勇敢なイングラン ド人が、軍役が終わればいつ も自国

内では負担 と重荷や恐怖の的 となることに私は満足 していないか らである。また、戒厳令

や兵員用宿舎提供の免除 とい う我が国民の生来の自由を奪い取 り、ただちに国民や、自分

たちか らも同様に 「権利の請願」の利益の半分を奪い去 り、その結果、残 りの半分の権利

である国民の自由と財産をも取 り去ることになる。

それゆえに私はこの時代に誰が賛成で、誰が反対であるかは別にして、ただ、常備軍に

ついて考察 し、将来の国王の治世 に起 こりうる結果について示 してお きたい。その理由

一168一



17世 紀 イングラン ド常備軍論争4(翻 訳)

は、 もし議会が最良 と思 った国王 に常備軍 を与 えれば、それ以後、最悪の国王 も同様 に常

備軍 を要求 し、保有す るこ とになるか らであ る。

議会が親切心か ら気 ま ぐれ で、性急 に承認 して、 国家 に永続的 な不幸 を もた らした多 く

の前例が ある。一つ だけ例 を挙 げよう。 わが王 国は無情の暴君、 国王 ジ ョンか ら最近解放

され、 同様 に不誠実で あった解放者、 フラ ンスの王太子か らも解放 された。 イ ングラ ン ド

の人 々が彼 を国王 として受 け入れ た後 も、彼 は密か にイングラ ン ド人 の根絶 を誓約 してい

たこ とをフラ ンス人、 ムラ ン子爵が死の 間際 に告 白 した。 イングラ ン ド国民 はさ らに若い

王子 を祝福 し、 もしくは、 きわめ て賢明で正直 な枢密院の掌 中にある若い王子 を力強い希

望 と見 な してい た。 これ は死者 の復活で あ り、真 の革命であ った。 これ らの幸福の絶頂期

に、 この新 国王ヘ ンリー三世 の御代7年 目の 頃、議会が彼 に相続人の後見権 を認め た。 ナ

イ トンは2430頁 にそれ を以下 のように記録 してい る。 「ア ング リアの貴族 は、王ヘ ンリク

ス ・ワルダス に、相続人 となるこ とも彼 らの土地 も、譲 り渡 した。そ れが ア ング リアにお

ける幾多 の災いの始 ま りであ った」。彼 は この後見権 の授与 がイ ングラ ン ドの多 くの苦難

の起 源だ と述べ てい る。1222年 にこれ らの苦難 が発 生 し、始 まった。 しか しその苦難の

終 わ りは、 どの古い年代記 に も記 され ていない。 それ は、 この耐 え られない束縛が400年

以上 も続 いた後、我 々の時代 に国民が物 品税 を支払 う とい う形で 自 ら代償 を支払 うこ とに

なった。長 い年月が経過 した後、 これ ほ ど惨 めに監視 され る議会 を 目にす るこ とは国民 に

とって深 い悲 しみで ある。 国民 はみ な権力者 を誤解 したので ある。そ して希望 に満 ちてい

る と思 えた王子 は、父親 ジ ョンその ままの魂が彼 に乗 り移 ったか の如 く、 ひ どい人物であ

る ことがわか った。 それがい に しえの歴 史家 全員が一致 した、彼 につい ての性格 であ る。

それか ら議会 は完全 に承認の性質 を誤解 して、 どれだけの苦難 と奴隷的 な身分が 自分 たち

の子孫 に もた らされ るか予測 しなか った。 自分 たち自身の家系の 出来事 について少 しで も

知識 のあるい に しえよ りの貴族 とジェ ン トリ全員 に、それが事実であ ったか否か を問い た

だ したい。 しか し、 これ らの人 々は正直で勇敢 な人 々で あった。彼 らはこれ ほ どまでの苦

難の張本人 となるよ りはむ しろ死 を選 んだだろ う。 しか し、彼 らが偽 りの外見 にそそのか

され、 国王 を自分 たちの子弟 の守 り神 としたか らとい って非難 される所以 はない。彼 らは

宮廷 で最高 の教育 を受 け、将来 の昇進 に有望 な地位 を占め、 自分 たちの子孫 に とって これ

以上 の好都合 な備 えはあ りえなか っただろ う。 しか し、 この有益 な経験が 自分た ちの子孫

に与 えた、 まさにこの知識で これ までのすべ ての苦難の埋め合 わせ はで きない だろ う。

しか し、常備軍擁護論者 は語 る。王位 に付与 され、その結果特権 となる近衛兵 は、 この

長 く継続 してい る苦難の原 因であ り、弊害 だ と判明 し、そ うだ と見 なされ たあ とで も分離

で きない もので ある。そ れで もこれ らすべ ての弊害 はその法令 を時 限立法 とし、常備軍 を
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その国王一代に限定 したり、または数年間に限定 したりするか、 もしくは自分たちにも分

か らない方法で、取 り除 くことがで きると述べる。彼 らは自分たちのキュウリに大いなる

期待を抱いている。彼 らはともか くそれを味付けしたり、漬け物にすることで満足 してい

るのだ。1

王位を継承 した君主は、軍隊があることに気付けば、それを維持するだろうし、その法

律が時限立法か、恒久法かなどに心を悩ますことはない と、私はお返事する。この件につ

いての明瞭な例を我々は関税に見いだせる。 トン税 もポン ド税 もほかの税金 も特別援助金

であり、贈 り物なので、国王の法案に対する返事は臣民の善意にたいする感謝である。そ

して議会は常 にそれらの承認には、苦情を防止する用心や制限をして、これ まで1年 と

か、2年 の短期間に限定 してきた。それらがより長 く続 くときは、臣下の権利がより明白

になるように、一定の中断期間、 もしくは休止期間を設定 した。また、戦時には、期間中

に戦争が終結すればこの授与は終了 し、それ らは海上の防衛のために誰か他の臣下に引 き

渡されるものという条件付 きで、数年間与えることもあった。

議会はきわめで慎重にその特別援助金の同意に注意を払ったが、これらの条項にもかか

わらずチャールズー世はこの援助金 を議会の同意 も得ず、16年 間に及び受け取 った。そ

の間何 回か議会がその支払いを禁 じ、それを拒絶 しないものは社会の敵であると決議 し

た。同様 な出来事 を彼の息子、先のジェイムズニ世が、議会が彼に援助金 を与えるまで

行った。そして国王の議会に対する最初の演説で、彼はそれを自分の収入の名前により自

分 自身の ものだと要求 した。このことか ら他の君主が議会に 「私の軍隊を与えよ」 と、同

様な要求をすることはないと言えるだろうか。軍隊を保有する君主を法律で制限すること

は髪を伸ばしたままのサムソンを縛 りあげるようなものだ。2

現在の軍隊 は恒久 的な軍隊 となるこ とを明示 したので、次 にそ の結果が どの ような もの

になるか を以前 の時代の経験 と、事態の本質 によ り示そ う。

い つの世 も、世 界 の どの地域 にお いて も、常備 軍 は必ず 国家 を奴隷 化す る道具 となっ

た。 リチ ャー ドニ世が ここイ ングラ ン ドにお いて企 て、 同様 にそ の手段 を利用 した。 自分

の身の安全 を守 るためだ として、彼 は多数の放蕩者 をチ ェス ターか ら呼 び寄せた。彼 らは

当番 で国王 の身辺 を警護 し、常 に護衛 した。彼の護衛 は4,000人 の弓兵 か らな り、国民 に

対 してひ どい暴力行為 を犯 し、議会 を威圧 し、 もし万一全議会が 目撃 もせず、彼 自身の告

白 もなけれ ば信 じがた いほ どの態度 で君 主の暴 君 的な行動 を援助 した。(ウ ォル シ ンガ

ム、354頁 。)3「第5条 同時 に国王 は彼 の議会 におい て、 グロース ター公 とアラ ンデル伯、

ウ ォー リ ック伯 を裁判 にか け させ たが、それ は(王 が)よ り恣意 的 に彼 らを残酷 に迫害

一170一



17世 紀 イングラン ド常備軍論争4(翻 訳)

し、 また他 の者 たちにたい して も彼 の不正 な意図 を実行で きるようにす るため だった。 こ

の ときに、(王 は)ケ ス トリアの家 臣の中か ら多 くの無頼 の者 を身近 に集 めた。 これ らの

内のあ る もの は、王 国内 を通過 す る ときに、王 を喜 ばせ るた めや、 またそれ を逸脱 して

も、王 国の家 臣た ちを残 酷 に殺 害 し、 また彼 らを襲撃 し傷 つ け、 かつ人 々の財産 を略奪

し、 そ して彼 らの糧秣 の代金 の支払 い を拒み、 そ して(彼 らの)妻 や他 の女 性 を陵辱 し

た。彼 らの この ような放将 な行為 に関 して、主であ る国王 の命令 が謹聴 される ように と、

重大 な申 し立 てが なされ たが、 しか し国王 は、彼 らに正義 を行 うこ とも救済す るこ とも意

に介 さず、 む しろ、 ま さに彼 らにたい して悪行 を行 った連中そ の もの たち を寵愛 したの

だった。(王 は)王 国の他 の人 々、 それが誰 であ って も、 その人 々にたい して、彼 ら(無

頼の輩)と その手助 けによって大胆 になってお り、その結果 として、彼の王 国の信義 に厚

い ものたちは、激情 と義憤 を抱 く大い なる原 因 となった。D666〃z.So7ψ.Co乙2748.」4

手短 に言 えば、 これ らの きわめて多数 のチ ェシャー人が略奪 を行い、いた る ところで無

銭宿泊、乱行、傷害、殺人、強奪 を行 った。 それ で も国王 は、彼 らが 自分の残酷で身勝手

な計画 を国会で の実行 を可能 にさせ て くれたので、彼 らの犯罪行為 をすべて容認 し、彼 ら

を信頼 し、 あ らゆる方面 で自分 を護衛 させ た。 このため彼の王 国のすべ ての 臣下 に大 きな

動揺 と憤慨 を引 き起 こ した。

この議会 は彼の治世 の21年 目であ り、 この年 に、 イングラ ン ド政府の枠組 みは完全 に

破壊 され た。すで にベ ーコ ンや他の多 くの法律家が述べ てい るので私が詳細 について述べ

る必要 はないが、手短 に言 えば、 国王 は絶対君主 とな り、後 に事態 を修復す るこ とも可能

であった議会の全権力 は放棄 され た。そ れは当時作 られ た恣意的 な政体 を廃止 しよ うと努

力す る ものは誰であ れ反逆者 とされ たか らで ある。

以前の君主が 国民 を抑圧 し、不当 に扱 うこ とにいか に熱 中 し、没頭 し、いつ も多 くの 臣

下が冷淡 で怠慢であ ったか を述べ る とき、 また自分 たちの必要不可欠 の権利であ り、 自分

たちの ものであ る と同時 に子孫 の もので もあ る権利 を守 るこ とにいか に無関心で あったか

を思 い起 こす と き、私 は恥ず か しくさえ思 う。 国王 ジ ョンがすす んで 自分 の魂 を売 り渡

し、 この 国 と臣下 を隷属 させ るため の支援 を得 るため にモ ロ ッコ皇帝 に トル コ と自分の王

国を貢 ぎ物 と して彼 だけ に与 える と申 し出て、臣下や 国民 の 自由 を全 く考慮 しなか った。

邪悪 な君主が 自由を奪い去 ろ うとす るこの熱心 さこそ、記録 してお く価値が ある と確実 に

証明 され る出来事で ある。

しか し、我が 国のチ ェシャー人 と、彼 らが担当 してい た議会の話 に戻 る と、議事堂 は無

数の弓兵 に囲まれた。議会 はこれ によって威圧 され、 自分 たちの良心 よ りも国王 に対す る

恐怖心 によって導か れた。彼 らの魂 は自分 たちの もので はなか った。 その上、 この護衛が
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国会 開会 中の両議会 に張 り付 いて、常 に存在す る畏敬 と恐れであ ったが、つい には彼 ら全

員 を非常 な恐怖 に陥 れる事件が起 こった。そ れは以下の よ うにス トウ氏 によって316頁 に

記録 されている。5「それか ら、出撃す る許可が下 されたので、大 きな動 揺が生 じた。そ こ

で国王の弓兵 が数 に して4,000人 、国会議事 堂 を取 り囲み、(議 事 堂の 内部で何 らかの騒

動が生 じた と思い)弓 を引 き絞 り、矢 をつが え、す ぐに も射撃す る用意 を ととの えた。そ

こにいた全員が恐怖心 に駆 られた。 しか し国王 はここに きて彼 らを宥 めた。」6

これ らの人 々は国王 に対 してこれ ほ どまで の満足 を得 られ る役割 を果 た したので、 国王

は部 下 になん らか の報 償 を与 え る必要 があ った。それ で国王 は彼 らの ために現実 にチ ェ

シャ ーに栄誉 を授 けた。 この議会 におい て彼 はそ れを公 国 とし、 自 らをチ ェシャー公 とし

た。 そ してベ ーコ ンの言葉 によれ ば、州が昇格 し、王 国の地位が下が った。 この王 国の地

位 は幸福 な革 命 に よる以外、 二度 と上 昇す る ことはなか った。その革命 は2年 以 内 に起

こった。チ ェシャーの人 々の話 はこれで終 わ りに しよ う。

しか し、軍隊 に とってこの極悪非道集 団の行為 は何 を意味す るだろうか。 もともとは信

義 を重 ん じる人 々であ り、おそ らく国会 開会時 には100マ イル も離れ るよ うに命 令 され、

議事堂 を囲み、包囲 し、取 り巻 くこ とも、 閉 じ込 めるこ ともで きず、 その結果、 自由議会

を妨 げるこ ともで きない だろ う。 この意見 を私 は否定す る。 とい うの はその よ うな軍隊 は

判断が異 な り、 それ ほ どの遠方か らで も議会 に要求す るこ とがで きる と私 は信 じるか らで

ある。 さらに私 たちは軍隊の要求 はいつ も命令 なのだ とよ くわか っている。議会 は国王 と

の間に断絶 が生 じるず っ と以前 には、150マ イル離れ た軍隊か ら議会外 で障害 も無 く請願

を受 けそ うな可能性が あった。彼 らの背後 にはス コ ッ トラ ン ド軍 とい う邪魔者がお り、少

しで も不穏 な動 きが あれ ば必ず行動 をお こ しただろう。そ して、 もしデンゼ ル ・ホ レスが

議事堂 の扉 を閉め、議会 にそれ を通報 し、直ち にア ッシュバ ーナム大佐、 ウイルモ ッ ト、

ポラー ドな どの軍人議員 に襲 いかか り、 その不穏 な計画 を鎮圧 しなか ったな ら、 国家全体

を大混乱 に陥 らせ ただろ う。軍隊の請願 はヘ ンリー七世の日寺代の コー ンウ ォール人の請願

と同様 な もので あ り、つ ねに強力 な請願であ る。

いや、軍隊 は議会 を支配す るため にはこの よ うな控 えめの方法で計画 を実行す るこ とは

あ りえなか った。 もし軍隊が存在す れば、彼 らは影響 を与 える。 そ してシーザ ーの方法の

よ うに、ただ見物 しているだけで征服 したのであ る。彼 らを支 持す る軍 隊の評判 だ けで、

国家 の利益 に反す るこ とはなか ったが、すべ ての宮廷側の提案が大 げさな もの と受 け取 ら

れた。軍 団に対 して討論す るこ とも議論す るこ ともなか ったか らであ る。 この現象 は事情

が違 っていた ら彼 らが考 え もしなか った多 くの事柄 を実行す るように誘惑す る。我 々の は

るか に手 の届か ない事柄 は、 めったに我 々の思案 の対象 とはな らない。 しか し実行能力 は
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一般 に企 ての第一の動機 となる。い まや、企 ては宮廷でへつ らう人 々が腐敗 した治世で生

きるため の明白 な利益 となってい る。 さらに賄賂 と押収 品が彼 らの貴重 品箱 を埋 め尽 く

す。 いか なる人物の妻子 も彼 らの情欲の魔手か ら免れ るこ ともで きず、その財産 は彼 らの

貧欲 さか ら逃れ られ ない。彼 らは貴族か らは贈 り物 を、商人か ら商品 を、貧 しい人 々か ら

は労働 を強要 す る。手 短 に言 え ば、すべ てが彼 らの ものであ る。 そ して これ らの紳士 は

(通常 の持 ち分 を超 えた美徳 を持 たない限 り)自 分 たちの利益促 進 につ とめる ような枢 密

院 に君 主 を任せ て しま う こ とに なる と懸念 され る。 ル イ十一 世 の言葉 の よ うに、 ヨー

ロ ッパ 中の国王が成熟 して もらわなけれ ば、少数 の田舎の大地主 に畏敬の念 を抱かれ て も

どれ だけ無意味 なこ とか を教 えて くれ るだろう。彼 らの頭 は怪物、共和 国、 またバ ッグベ

アの ような1,000も の ささい な嫉妬で満 ち溢 れてい る。そ して もっ とも賢明な君主で さえ

もこの種 の人 々か ら免れ るこ とは困難で あった。 きわめ て賢明 なエ リー トさえ も欺い て し

ま うよ うな偽物 の予言者が現 れるだろ う。処罰 に対す る恐れ と、 国民 の正当 な復讐 にたい

して生 け賛 としなければ、そ のよ うな人物 を正直者 にす るこ とはで きない。 しか しもし彼

らが軍隊 を持 ってい れば、 これ らすべ ての考慮 は押 しの け られ、すべ ての議論 は一言で答

え られるであ ろ う。「国王 に軍隊がつ いてい る。国王が軍 隊 を持 ってい るこ と」 は、すべ

ての人の口 をふ さ ぎ、 すべ ての答 えを遮 断す る。それ はあたか も、「落 ち着 きな さい、 国

王がすべ ての権 力 を掌握 し、あ なた には何 もないか らです」 と言われ るかの ようであ る。

彼 はあなたのすべ ての財産、生命、 自由を自分の支配下 においてい る。奴隷 よ、話 しなさ

い。 国王 は軍隊 を持 っている、 とい う事実が さ らに強大 な軍隊以外のすべて に対 して、相

手 を論破す る回答で あるこ とに、神 と現在の 国王 の もとで我 々は気がつい たので ある。 し

か し我 々は奇跡 を頼 って生 きてい くわけにはいか ないので、みずか ら危険 を引 き込 むべ き

ではない。

議会 の 自由 と軍隊が いかに矛盾す る ものか を示す ために、他 の部分 よ り詳 し く述べ た。

なぜ な ら、議会 は我 らが イ ングラ ン ドの 自由の守 り手で あ り、権力が他の手 に移れ ばその

役割 の処理が機能 しな くなるこ とが あるか らで ある。議会 は国民 の苦情の救済の ための最

後の拠 り所であ る。 しか し、 自分 たち自身 も同様 に支配 され るで あろう、例 えば、軍人の

圧迫 と横暴か ら哀れ なロイス トン人 を どのように して救済で きるだろうか。 この計画者 た

ちはこの悲惨 な不都合 に気付 いてい るだろ う。そ れ故 に、彼 らは、 これを国王の軍隊 とす

る として も、議会が その軍隊 の経費 を支払 う、 という手段 を提案 している。そ うす るこ と

に よって議会が軍隊 の適切 な主人 となる と同時 に、軍隊 は議会の慎 ま しい使用人 となる と

い う主張 である。

そ れは大 して違 わない こ とだ と思 う。長期議会 では、その よ うな国王で も、 この ような
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議会軍で もなか ったが、軍隊 は完全 に独立 し、宮廷用語で語れ ば、 自分 たち自身の産物で

あった。 自分 たちで募集 し、兵隊 とし、委任 し、 そ して完全 に自分 たち自身で経費 をまか

ない、誰 とも連合せず、すべ て自分 たちで戦 った。 さ らに、最初 の仲違い を利用 して、 自

分 たちの主 人 を高圧 的 に強 制 し、主要 なメ ンバ ーの うち、 デ ンジル ・ホ レス、 フ ィリ ッ

プ ・ス タピル トン卿、 グ リン、そ して他 の偉 大 な人物 な ど11人 の追放 を強要 した。 フィ

リップ ・ス タ ピル トン卿 は追放 中に客死 した。別 の折 りには、当時問題 となってい た懸案

を十分理解 してい た とは見 なされてい なか った100人 近 くの議員 を議事堂 に入れず、そ し

て同時 に ひ ど く中傷 し、 お よそ40人 の議 員 を拘 留 し、 これ を彼 らは議会 の浄化 と呼 ん

だ。彼 らが議員 を何度か この ように扱 った後、つ いには、将校連がや って来 て、議会 を非

難 し、道化師の職杖 を取 りあげるように命 じ、乱暴 に議長席か ら議長 を引 きお ろ し、議員

を追 い出 し、 ドアに鍵 をか け、議会 を休会 に した。その議会 の英知 は非常 に偉大であ った

と思 うが、軍隊が 自分 たちの力 を知 らない と考 えたの は馬鹿 げてい る。 とい うの は誰で も

高価 な代価 を支払 って経験 しな くて も、前 もって常備軍の当然の結末 はわか るだろ う。常

備軍 を設置 したその 日か ら、 あなた方 は主人 を祭 り上 げ、 自分 を完全 に彼 らの手 に委ね た

こ とになる。そ れは国家征服 の もっ とも静かで、素早 く、確実 な方法であ る。彼 らはあな

た方 の生命 と財産 を自由気 ままに処理す るこ とが で きる。外 国か らの征服者 にこれ以上の

こ とがで きるだろ うか。 これ以後、我 々が生存 し、何物かで も所有で きる とすれ ば、それ

は彼 らが許可 して くれたか らであ る。 それが どの くらいの期 間続 くか は、我 々だけで な

く、彼 ら自身に もわか らない。

む しろ多 くの点で、公認 された常備軍 は外敵の襲来や外 国人 による征服 よ りもはるか に

悪い物で ある。外敵 の襲来の場合 には我 々には勝算があ るか らで ある。 しか しこれ は冷酷

な征服で あ り、抵抗で きない物であ る。 そ して我 々は被征 服者の不可分の権利、 自分 たち

を救済 し、解放 し、で きるだけ早 く範 を放 り出す権利 を失 う。 さ らに我 々自身の費用 と代

金で奴隷 にされ るこ とは、不親切 と信頼 にたいす る背任 とい う激 しい憤 りの他 に、我 々を

守 り、我 々によ りよい物 を提供すべ き人 々によってその よ うな行動が実行 されれ ば、悲惨

さを大い に悪化 させ る もので ある。少 な くとも我 々を最初 よ りもさ らに劣 った状況 にさせ

てはな らない。 しか し、 とりわけ、 もし我 々自身の愚か しさ、お世辞、そ して少 しばか り

の利 己主義 によって自分 たち自身を隷属 させ て しまうこ とに加担 したな ら、 もし我 々 と子

孫 の破 滅が我 々自身の行 為 のせ いで あれ ば、今後 その反省 には痛 み を ともな うこ とにな

る。 そ して 「誰がそ んなこ とを考 えただろ う」 な どと言 うだけで はす まない。

現在、外敵 によって打 ち負か され、征服 されて も、我 々はこの よ うな罪 は誰 も負 うこ と

もな く、 まった くの災難 として受 け取 るだろう。 しか しその よ うな事態がお こる恐れ はな
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い。 とい うのはロハ ン公爵が我が 国は外 国か ら征服 され るこ とはない と保証 してい るか ら

であ る。 彼 は イ ング ラ ン ドにつ い ての意 地悪 い記 述 にお い て、 イ ング ラ ン ドは 自 らに

よってのみ破滅す る偉大 な動物であ る、 と述べ ている。誰 もが寿命が来れ ば死ぬ し、帝 国

も個人 と同様 に時 間 と運命 には従 わなければな らない。政府 に も揺藍期、繁栄期、衰退期

が ある。 そ してその破滅 の前兆 は一般的 に贅沢、 自尊心、怠惰 、放蕩、臆病、無宗教、私

利私欲で ある。 そ してよ く見 られ る国民 の無視で ある。神 はこれ を国家の状態 として は認

めていないこ とはわか ってい る。

さて、 それは どち らで も同 じこ とで ある。 とい うの は常備 軍が どの よ うな ものであれ、

我 々は次 の答 え られ ない理 由のため に持 たなけれ ばな らない。す なわち、突然の侵略か ら

の国家の 防衛で ある。 とい うのは、迎撃す る軍隊 を持た なけれ ば、いつ も気付 い た ときに

は外敵 によって躁醐 され て しまう、 と彼 らは言 う。そ してあ なた方 はイソ ップ物語のサ イ

ほ どの機知 も示せ ないだろ う。 あなた方 は部下 を立 ち上が らせ、使 う必要が ある ときには

歯 を研 ぎ澄 ます だろう。 この考 えは きわめて自然 であ り、明 白だ と思 う。それ故 に我 々の

賢明な先祖 の こ とを忘 れ ることがで きない。それで も我 々は先祖 がそれ を実行 した際 に、

彼 らがそ れを好 まなか った という大 きな印で あったこ とは学 んで いない。いや、我 々は彼

らが 無料 で してい れば国家 を守 るた め に傭兵 を認 め る ことはなか った と十分確 信 してい

る。彼 らはむ しろ侵略 を二倍 に して しまい、軍隊 を再 び昔 と同様 に大 きくす るこ とになる

として、 む しろ信 用 しなか ったの だろ う。私 は これ を当て推 量 で話 している わけで はな

い。賢明 なロバ ー ト ・コ ッ トン卿か ら聞い た話で ある。彼 は とりわけ困難 な事態 において

相談 を持 ちか け られ、会議で この助言 を したので ある。外敵 の襲来 を阻止す るため には釣

り合 いの とれ た海軍 と地上軍が必要であ る。 そ して以下の こ とが考慮 され なけれ ばな らな

い。敵の上陸 に立 ち向か うために地上軍が進軍す る速度 は何 もの に も劣 らない。 さ らに彼

の話 は次 のよ うに続 く。海上 での制海権 ほ ど防衛 に役立つ物 はない。

地上軍 について は、 もしそれが攻撃 的戦争 な ら、あ ま り豊 かで ない人 々が最 適であ る。

もし我 々が これ以上 その よ うな戦争で獲得す る物が ない ときには、そ のような方法で戦争

をす るこ とになれていた。 しか し共和 国の安全の ため に古今 を通 じて、英知 によ り、公の

冒険 にお いては財産 のあ る人 以外 にその よ うな役 割 を任 せ たこ とはない。そ して我 々は

88年 に見た ように女 王 と枢密 院議会 の責任 でその巨大 な軍隊の本 隊 を市民 軍 とした。

国王へ の同 じ進言で、 当時我が 国が フラ ンス、スペ イ ン両 国 と交戦 中であ った に もかか

わ らず、冬期 に軍隊 を維持 し続 けるこ とに国民が いか に憤慨 して いるか を知 らせ たのであ

る。 その言葉 は以下 のご とくである。

そ して国民の危険 なまでの嫌悪感 は彼 らが考 えてい るよ うな、冬期 に国内の軍隊 を保持
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す る とい う前例の ない処 置 によっては少 しも改善 されない。彼 らは88年 の時 の ような国

家全体の恐怖の時代で も、そ のよ うな物 は何 も生み 出さなか った。そ して彼 らは取 り乱 し

て恐 れなが ら、法の意志 よ りは権力 の意志 に自分 たちの財産 をすべ て従属 させ るため に召

集 され、外 国の軍隊か ら自分 たちを守 るため とい うよ りはむ しろ国内で 自分 たちの 自由 と

独立 を さらに侵害す るこ とを可能 にす るためで ある とむな しく推測す る。そ して 国王 にこ

れ らの嫉妬 の結果 には分別 ある用心深い予防措置が必要 だ と述べ てい る。

しか し以前の時代 の行為が我 々に何の意味が あるだろうか、 と計画者 は述べ る。世界 は

驚異 的なほ ど変化 し、 フラ ンス の軍事力 はひ どく強大 にな り、そ の結果エ リザベ ス女王の

時代 の方法で は全 く対処 で きな くなった。 フラ ンス はい まだに30万 か ら40万 の軍隊 を維

持 してお り、10,000か ら15,000の 訓練 された軍隊が なければ、彼 らに対 して どの ように

自国を防衛で きよ うか。

私 は この18頁 か ら19頁 の内容 の議論 の著 者 は、外 敵 の侵 略 は、我 が 国が 制 海権 を

握 ってい るか ぎ り、不可 能で は ない として も、 困難で ある こ とを十分 に示 して いる と思

う。 フラ ンス王がそ のよ うな計画 を実行 に移す可能性 はほ とん どあ りそうに もないが、成

功す る可能性 はさ らに少 ない。 しか し我 々は永久 にこの悪鬼 を とってお くので、我が艦隊

が不 運 な風 向 きによって閉 じ込 め られ、 その間 に20,000の フラ ンス軍が我 が 国に上陸す

るこ ともあろ う。 このよ うな譲歩 を して も、 フラ ンス艦隊 は我が艦隊 と会戦せず に帰 国す

る ことはで きない とい うことは反対論者 も認め るだろ う。(彼 らを帰国 させ る同 じ風 が我

が艦 隊 を出撃 させ る ことにな る)。 た とえ彼 らが これ らを認 め るほ ど優 しくはない と して

も、彼 らの代 わ りに保証す るが(我 々は保証す る時代 に生 きてい るので)彼 らは敵 国の補

給 を途 中で享捕で きるこ とに同意す るだろ う。そ れは次の ように展 開す る。一部 は騎兵か

らなる20,000の 軍隊が、 イ ングラ ン ド国外 か ら十分 な補 給 を受 け る可能性 が全 くない ま

まイ ングラン ドに上陸す る。

私 は この軍隊 はイ ング ラン ド国内で20マ イル も進軍 で きないだ ろ うと確信 す る。それ

は彼 らは2、3週 間か けなければ進軍す る態勢 は整 え られないか らだ。そ れ まで には我 々

は10万 人 の市 民軍で彼 らを迎撃で きる。 その うち1万 は騎兵 と し、適切 な数 の竜騎 兵 を

備 える事がで きる。 そ して もしこの市民軍が 国内 を移動 し、敵の食料徴発隊や落伍兵 を分

断 し、供給 を遮断す れば、敵軍 を短期 間に壊滅で きるはずで ある。

この種 の事柄 につ いては歴史か ら多 くの例 を挙 げるこ とがで きる。 しか し古代の事柄 は

我 々の 目的には合致 しない と言 われ るので、最近 のアイルラ ン ドの例 を一つ あげてお く。

第一 に、ア イル ラ ン ドの人口 はイ ング ラン ドの10分 の1で ある とい うこ とは容易 に同

意 され よう。
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第二 に、 ウィ リアム三世 はアイル ラ ン ドで イ ングラ ン ド兵、お よびス コ ッ トラ ン ド兵 を

F.K.が 所 有す るイ ングラン ド内の不 平分 子 よ り多 くの兵士 を召 集で きた。

第三 に、我が市民軍で さえ もアイルラ ン ド人 よ り勇敢であ る。 さ らに、我が軍 はアイル

ラ ン ドに8,000の 騎兵 と3万 以上の歩兵がお り、 アイル ラン ドの大部分 を我 が軍が 占領 し

てい た。 それで も我が軍 は残 りの地域 を征服す るのに4年 以上かか り、我が軍がそれ を達

成で きたのはほ とん ど奇跡 に近か った。 そ してだれに も否定で きない と思 うが、 もしイ ン

グラ ン ドか ら我が軍 に補給が で きなけれ ば、我が軍 は全滅 してい ただろう。 これ らが 自国

内で戦 う利点で ある。

さ らにフラ ンス軍が イ ングラン ドで遭遇 しそ うな扱い を示せ ば、私 はパ ーベ ックの侵略

を思 い出 して もらい たい。そ れは きわめ て限定的 な事件 だったので、 ただ老人 と少年 によ

る もの と見 な された。 さ らに、国民 は政府が彼 らに反対 してい る と思 っていたが、2、3

日の うちに迎撃す るため に武装 した志願兵が4万 人集 まった。そ して もし彼 らが 出陣 して

いた ら疑 い な く活 躍 した だ ろ う。我 が 宮廷 は事件 が終 わ った と き、嫌 悪 感 を表 明 し、

ドーセ ッ トシャーの長官 にそ の件 につい て詰問 した。そ して我 々はそ の事件 を忘れ去 って

しまったが、 フラ ンス人 はパ ーベ ックを忘れ ない だろ う。そ の事件 はイ ングラ ン ド国民の

真の精神 と非凡 な能力 を示 したか らであ る。

結論を述べると、このプロジェク ト全体の取 り扱いは滑稽だが、その致命的な結果には

より慎重な考慮が必要 とされる。 とい うのは我々が思い違いをして常備軍の奴隷の境遇に

陥れば、 どのようにしてその束縛か ら自らを解放できるだろうか。護衛兵のいる宮廷か ら

国家が 自らを解放で きないの と同様にそれは不可能である。我々は二つの もっともな理由

か ら軍隊を金で追い払 うことはで きない。その費用を集めることもで きない し、自分たち

には彼 らに与えられる物は何 もない。我々の生命、財産、自由はすべて彼 らのなすがまま

であり、彼 らが我々の金庫の鍵を握ってお り、我々の土地の権利は彼 らの手中にある。

この最後の取 り返 しのつかない弊害 と不幸はこの計画者が我々に用意 した物である。 し

か し慈悲深い国王陛下 と賢明な議会のもとでは我々がそのような事態を招かないことを願

う。陛下の布告はあ らゆる恣意的な意図を支援 したり、国家を奴隷化するための手段 とし

ての常備軍には真っ向か ら反対するものである。すべての邪悪な征服の試み と、すべての

専制政治に真っ向か ら反対するものである。その宣言には自由と財産があ らゆる部分に満

ちあふれている。従って我々はその面では確実に安全である。そ してこの宣言はきわめて

高 く評価されてお り、議会によって完全に信頼されているので、我々の過去の苦情 と圧迫

の唯一の救済方法 として法律に組み込 まれてお り、我々の将来の幸福 の一番の基礎であ
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る。 そ して陛下がそ の宣言 を追求 して行動す る という全面的 な確信 を もち、議会 は彼 を国

王 と見 な し、宣言 した。従 って、 この政府の協定者 と見 なされ るべ きであ る。

ここで計画者が述べ る ことは わか ってい る。 この宣言 に よって非難 されてい る軍隊 は、

議会 の同意 もな く、平 時に も維 持 された、先 の国王 ジェームズニ世の軍 隊の ことであ る。

それ に反 して、今 回の常備軍 は議会 の承諾の もとに維持 され る もので ある。

それ は確 かに真実 であった。従 ってそ れに反対 するこ とはいつで も騒擾で あ り不 法集会

で あった。 そ してそれ に対 す る法律 はないので、告発 され、起 訴 されたか も しれ ないが、

実際 にはまった く無駄で あった。 しか し国民 に対す る侵害 として、国家が可能 と思 えばい

つで も邪魔者 として抵抗 し、取 り下げ させ なけれ ばな らない。 しか しこの軍 隊が政体の一

部 として形成 され、国会の法令で認 め られていれば、我 々が 国王、女王 のために持 つ こと

がで きる ものであ る。そ うであれば我 々はどうな るであろ うか。以前、軍 隊は専 制政治 の

補助 とな り道具 となった。 しか し当時は合法 的な もので あ り、権 威 によ り国民 を奴 隷化 し

た。手短 に言 えば、我 々は軍 隊か ら自分 たち を救 済す ることはで きなかった し、 ま してや

他 の誰 も我 々を救 出す るこ とはで きなか った。なぜ な ら我 々 自身の行為 がいつ も敵対者 に

有効 だったか らで ある。現在 の国王 陛下 が我 々の救世主で ある と喜 ば しく思ってい る。 し

か しこれ らの有害 な提案者 は、 この救 出を、我 々があたか も浅 瀬で命 を救 われ た後、海で

命 を落 とす ような事態 に して しまう。議会 に関 しては、我 々はその面 については安全で あ

る。その理 由は、 とりわけ宣言 の中にあ るこれ らの言葉 によるものである。「そ して我 々を

招い た人 々や、 もしくは我 々 を支援 す るため に来た人 々が、 自分 たちの名誉、財産、利益

などの権利 を台無 しにす るような邪悪 な征 服計画に加 わるな どと思い描 いてはな らない。」

最近 出版 され た、現在 フラ ンス王 の もとで軍役 につい てい るアイルラン ドカ トリ ック教

徒の一覧表 につい ての意見 と後書 き。

最 近、常 備軍擁 護 者 に よ り現在 フラ ンス王 指揮 下 にあ るア イル ラ ン ドお よび他 の カ ト

リック教徒 の軍隊の一覧表が公表 されたが、 その一覧表 を看過す るわけにはいか ない。私

の誤解で なけれ ば、 それ はすべ ての真の イ ングラ ン ド人が考慮すべ き以下の よ うな内容 だ

か らである。

第一 に、国王 ジ ェー ムズ を指揮官 と して18,000の アイル ラ ン ド人お よび他 の カ トリック

教徒 の軍隊がい る。

第二 に、彼 らは召集 され ればイ ングラ ン ドに派遣 され る準備が整 っている。

第三 に、彼 らは我 々の中に彼 らを必要 とする人 間がい るとあか らさまにほのめか している。
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第四 に、 これ らのアイルラ ン ドお よびそ の支持者 は常備軍反対の発言や 出版物 には何で も

同意す るだろ う。

第一点 に関 して私 は以下の ご とく答 える。 アイルラ ン ド兵 は、罪 もな く無防備の人 々を

略奪、殺鐵、虐殺す るには世界で最 もふ さわ しい軍隊 だが、抵抗 にあ った場合 には最低の

軍人 となる。 アイルラ ン ドで の先の戦争、 とくにロン ドンデ リーの包 囲戦 におい て、彼 ら

の中の最高 の士官 の一人で あ り、か な り大部 隊の司令官 であ った ジャスチ ン ・マ ッカー

テ ィーの蜂起で は、少数 の見 くび られ た市民軍 によって、 これが真実であ るこ とを十分 に

示 して くれた。 イ ングラ ン ドの敵が、見下 げ果 てた軍隊 によって我 々を脅そ う と努め てい

るこ とについ に気がつ き、我 々をお ののかせ た と思 ったフランス軍 にたいす る恐怖が、結

局効果が ない と証明 され た とき、それ はイ ングラ ン ド国民の憤慨 に値す る。それ に、 フラ

ンス国王 が これ らのアイル ラン ド軍 を所有 してい る。彼 らは フランス 国王 に仕 えてお り、

フラ ンス 国王か ら報酬 を受 け取 ってい る。そ して我が 国を侵略す るために、 フランス王が

アイルラ ン ド軍 をジェイムズニ世 に貸 し出す な どとは、扇動者で なければ誰 も口に出す 自

信 はなか っただろ う。そ れは新 たに宣戦布告す るこ とと何が違 うとい えようか。そ して先

の和平条約 を侵害せず に、我が 国に敵対 して、 ジェイムズニ世 を支援す る権 限が フラ ンス

国王 にあるな どと主張す るこ とは、事実上、 国家 に対 して適切 な関心 を払 わず、陛下 に対

す るこれ以上の不名誉 な非難 の言葉 はあ りえない。

二番 目と三番 目の彼 らの脅威 につ いては、私 は以下 のよ うに述べ るだけで ある。我が 国

の敵 と連絡 を している とあ えて公言 す る勇気 のあ る人物 とか、 アイル ラ ン ドの無法 者 を

使 って国民 を脅す ため に我が国 にたいす る陰謀 に彼 ら自身が関係 している ことを自ら認 め、

す ぐにで も彼 らに加担す る とい うものが我 々の中にいる とい うことを漏 らす な どとい うこ

とはきわめて例外 で ある。 しか し国会 が開会 中で あ り、疑 い な く我 が国の安全の ため に対

策 を講 じるであろうし、彼 らも、その内通者 も我々に危害 を加 えることはで きないだろう。

最後 に、彼 らは我 々に告 げる。 これ は常備軍反対論への 回答で あ り、その主題 に関 して

書か れた ものや、 これか ら書かれ る ものへの 回答 だ とい う。 これが実際 に徹底 した完壁 な

作 品である。 アイルラ ン ド人 の英知 につい てこれ以上書 くべ き余地が ない こ とは残念であ

る。 ベ イエ氏 の全 軍 に対 す る単独 の戦 い はそ れ とは無 関係で ある。彼 は謙 虚 な人物 であ

り、取 り上 げるべ き事柄 を くまな く探 してい るだけで、現実 に存在す る前 に破壊 しような

どと思 ったこ とは一度 もない。

従 って、 この最後 の小鬼が、 国民 を恐怖 に陥れ、公共の治安 を乱す ため に熱心 にあお り

立 て られ た他のすべ ての事柄 と同様 に、 これ以上我 々に害 をなさない こ とが望 まれ る。

終わり
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国王 ジェイムズの アイルラ ン ド人お よびカ トリック教徒の フラ ンス にお ける(召 集 され

れば)出 動態勢 の整 った軍 隊の一覧表。A、B、C、D、E、F、G7に よって書 かれた地上

軍反対論 に対す る、 もしくは何であれそ の件 に関 して書かれ た もの、 また、 これか ら書か

れるか もしれ ない ものすべ てに対す る回答。

騎兵 兵 士官および下士官 合計

近衛兵2大 隊 第一 バ ーウィ ック公爵

第ニ クラ ンカーテイー伯爵

2連 隊 ジェイムス国王連隊 旅 団長 シェルダ ン

女王連隊 旅 団長 ゴルモ イ卿

80

80

300

300

20

20

72

72

竜騎兵

2連 隊 ジェイムズ国王連隊 キルマロック

女王連隊 キャロル

760

0

0

只
り

5

4

4

184

108

108

944

歩兵

24個 大隊、3個 独立 中隊

連隊

近衛兵 ドリン トン

女王連隊 ラ トレル

レイ

海兵 ブイ ッツジェラル ド

リメ リック

チ ャークモ ン ト

ダブ リン

ァス ロ ン

マ ックエ リゴ ッ ト

ク レアー卿

デイロ ン

3個 独 立中隊

大 隊

2

2

3

2

2

2

2

2

1

3

3

900

1100

1100

1650

1100

1100

1100

1100

1100

550

1650

1650

180

216

242

242

363

242

242

242

242

242

121

363

363

21

1116

13380 2925 16305

総計 15040 3325 18365
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あ と が き

本 論 はTHESECONL)PARTOF.qNAR(TUMENT,Sheaving,thataStandingArmy

IsinconsistentwithAFreeGovernment,andabsolutelydestructivetotheConstitutionof

theEnglishMonarchy.WithRemarksonthelatepublishedLISTofKingJAMES'sIrish

ForcesinFrance,1697(以 下SECONDPARTと い う)、 お よびALISTOFKingJAMES's

IrishandPopishForces刀VFR.ONCE,Ready,(whenCa〃edfor:)In.4nswertoan

ARGUMENTagainstaLAND-FORCE,writbyA,B,C,D,E,F,G,ortowhat-ever

hasbeen,orevershallbe,writuponthatSubject,1697(以 下ALISTと い う)8の 翻 訳 で

あ る 。 著 者 名 は 記 さ れ て い な い が 、.4NARGUMENT,Sheaving,thataStandingArmy

IsinconsistentwithAFreeGovernment,andabsolutelydestructivetotheConstitutionof

theEnglishMonarchy,1697(以 下ANARGUMENTと い う)と 同 様 にJohnTrenchard

(1662-1723)とWalterMoyle(1672-1721)の 共 著 で あ る と さ れ て い る 。(拙 論 、 『語 学 教

育 部 ジ ャ ー ナ ル 第2号 』、 「17世 紀 イ ン グ ラ ン ド常 備 軍 」2006年3月 、173ペ ー ジ 参 照 。)

このSECONL)、P、qRTは1697年 末 の 議 会 開 会 前 、ANARGUMENTが 発 表 さ れ て 以 後 、

盛 ん に 賛 否 両 論 の パ ン フ レ ッ トが 両 陣 営 か ら出 版 され た が 、AN、qRGUMENTの 第 二 部 とな

る もの で あ る。 こ の.4N.gRGUMENTに 対 抗 して 、 政 府 側 か らJohnSomers(1651-1716)

やDanielDefoe(1660?-1731)が 常 備 軍 擁 護 の 論 陣 を張 っ た 。

こ の 常 備 軍 論 争 は 、 ラ イ ス ワ イ ク 条 約 締 結 に よ り ヨ ー ロ ッパ 大 陸 で の 戦 争 が 一 応 の 終 結

を み た に もか か わ らず 、 フ ラ ンス 国 王 ル イ 十 四 世 の 覇 権 主 義 を 警 戒 し た ウ ィ リ ア ム 三 世 が

地 上 軍 を 維 持 し よ う と し た こ と か ら 生 じ る こ と に な っ た 。 常 備 軍 反 対 論 者 の 根 拠 は 、

ウ ィ リ ア ム 三 世 と メ ア リニ 世 が イ ン グ ラ ン ドの 共 同 統 治 者 と し て 迎 え ら れ た と き に 示 し、

1689年12月 に 「権 利 の 章 典 」 と な っ た も の の 一 条 項 、 「平 時 に 議 会 の 同 意 な し に 常 備 軍

を 徴 募 し 、 維 持 す る こ と の 禁 止 」 で あ る 。 ウ ィ リ ア ム 征 服 王 の 時 代 か ら大 陸 領 土 の 維 持 、

十 字 軍 遠 征 な ど の 戦 費 の 負 担 に 常 に 苦 し ま さ れ て き た イ ン グ ラ ン ド国 民 は 平 時 に は 常 備 軍

を 解 散 し、 市 民 軍 で 代 替 さ せ 、 そ の 経 費 の 負 担 か ら解 放 さ れ る こ と を 強 く望 ん で い た の で

あ る 。ANARGUMENTお よ びSECONZ)PARTは そ の 思 想 を い か ん な く発 揮 し て い る 。

*ラ テン語和訳に際 しては京都大学大学院准教授、高谷修氏に貴重なご教授を頂いた。記

して謝意を表 したい。
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17世 紀 後 半 に は 「キ ュ ウ リ 」 な ど は 生 の ま ま で 食 べ る と病 気 に な る の で 子 供 に は 食

べ させ て は い け な い とい う偏 見 が あ っ た 。WIKIPEZ)IA、cucumberの 項 。

サ ム ソ ンの 怪 力 の 源 は 髪 の 毛 と さ れ て い る 。 平 凡 社 、 『世 界 大 百 科 事 典 』。

ThomasWalsingham(?-c.1422)、 英 国 の 年 代 記 作 者 。

Decem.Scrip[t].Col.2748.に つ い て はRogerTwysden(ed.),、 研 ∫'07毎6∠1〃g1∫cα〃α6

Scriptores1)ecem,(London,1652)の2748列 。 原 文 は ラ テ ン語 で 、1頁2列 組 と な っ

て い る 。 以 下 数 カ 所 、 短 い ラ テ ン語 が 挿 入 さ れ て い る 箇 所 が あ る が 、 直 後 に 英 語 訳 が

示 し て あ る の で 和 訳 は 省 略 し た 。

JohnStow(c.1525-1605)、 英 国 の 年 代 記 作 者 。

弓 兵 の 人 数 に つ い て は2,000と い う 説 もあ る 。

拙 論 、 『語 学 教 育 部 ジ ャ ー ナ ル 第2号 』、 「17世 紀 イ ン グ ラ ン ド常 備 軍 」2006年3月 、

152ペ ー ジ お よ び173ペ ー ジ の 注7参 照 。

ALISTは 表 紙 と本 文1ペ ー ジ の み の 一 覧 表 で あ る 。 著 者 不 詳 。


